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(1)ア ラ ブ銀 貨 と ロ シア古 銭 学 の発 達

ロ シ ア各 地 で は18世 紀 末 以 来,ア ラブ銀 貨=デ ィル ヘ ム の埋 蔵 地 が 多 数発 見 さ れ て きて い る.

(埋 蔵 地 の数 は,時 代 が新 し くな るほ ど多 くな って い く.後 述 す る19世 紀 前 半 の フ レ ンの 研 究

で は40,19世 紀 後 半 の マ ー ル コ フの研 究 で は384,20世 紀 前 半 の フ ァス メ ルの研 究 で は750,今

日で は1000と も考 え られ て い る.)

図(1)は,9世 紀 のデ ィルヘ ム銀 貨 で あ る.こ の デ ィル ヘ ム銀 貨 は,ウ マ イ ア朝 中期 の7世 紀

末 に イ ス ラ ム帝 国 に導 入 さ れ,ク フ ァ文 字 と呼 ば れ る特 別 な文 字 を使 用 して い た た め に,「 ク

フ ァ貨 幣 」 と も呼 ば れ る もの で あ っ た.重 さは約3gで あ り,そ の後6世 紀 間 に わ た って,中

央 ア ジ アか らイ ベ リア半 島 にい た る イス ラム 国 家 で広 範 に使用 され,商 業 貨 幣 と して東 ヨー ロ

ッパ,北 ヨー ロ ッパ さ らに はイ ギ リス に まで 浸 透 した。 そ の 結 果,と りわ け当 時 イス ラム地 域

との商 業 交 易 路 とな っ て いた バ ル ト海 を 中心 とす る ロ シ ア,ス カ ンデ ィナ ビ ア,東 ヨ ー ロ ッパ

に は大 量 のデ ィル ヘ ム が埋 蔵 貨 幣 と して蓄 積 され た の で あ る(2).

この よ うな埋 蔵 デ ィルヘ ムの 分類 に着 手 し,そ れ を古 代 ロ シ ア ・東 ヨー ロ ッパ 世 界 の 歴 史 の

解 明 に利 用 し よ うと した のが,の ち に 「東 方 古 銭 学公 」 と自称 した フ レ ン(　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　,1782～1851)で あ っ た.彼 はす で に,講 義 に招 請 さ れて い た カザ ー ン大 学 で キ プチ ャ
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ク汗 国 の 貨 幣 の コ レク シ ョンに接 して,こ れ を キ プチ ャ ク汗 国 の政 治 史 の 解 明 に利 用 して ,た

とえ ば ロ シア年 代 記 な どの文 書 資 料 だ け で は判 然 と して い な か っ たキ プチ ャ ク汗 の名 称 や在 位

年 代 な ど を 明 ら か に して い た が(『 ジ ュ チ ・ウ ル ス あ る い は キ プ チ ャ ク 汗 国 の 汗 の 貨 幣』

UberdieMUriZe　 derChane　 　　 UlusDshutschisoderderGoldenenHorde ,St.Petersburg,

1832),こ の 方 法 を デ ィルヘ ム銀 貨 に も適 用 した の で あ る。 彼 は埋 蔵 銀 貨 の 発 掘 地 の リ ス トを

作 成 し,埋 蔵 銀 貨 を,そ れ を発 行 した イ ス ラ ム諸 王 朝 に従 って分 類 した.彼 に よる と,デ ィル

ヘ ム は イ ス ラ ム商 人 が カ ス ピ海,ヴ ォー ル ガ川 ,ヴ ォー ル ガ ・ブル ガ リア経 由 でバ ル ト海 お よ

びス カ ンデ ィナ ビ ア地 方 まで 運 んで きた もので あ り,ま た ノ ルマ ン人 や の ち に は ル ー シ人 も遠

征 そ の 他 に よ って デ ィル ヘ ム を運 ん で きた とい う(『 ペ テ ル ブ ル ク帝 国 科 学 ア カデ ミーの イス

ラ ム 貨 幣 の 研 究』RecensionumorummuhammedanorumAcademiaeImperialispetropolitanae ,

St.Petersburg,1826).フ レ ンは ロシ ア だ け で な く,ヨ ー ロ ッパ 全 体 の デ ィル ヘ ム研 究 の 先 駆

者 で あ っ た(3).

この フ レ ンの弟 子 サ ヴ ェ リエ フ(　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　,1841～1859)は フ レ ンの研

究 を継 承 して,1847年 に刊 行 され た 『ロ シ ア史 に関 す る イ ス ラム古 銭 学 』(　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　　　,1847)の なか で,や は りデ ィルヘ ム銀 貨 の

埋 蔵 地点 を分 類 し,7世 紀 末 か ら11世 紀 にか けて広 範 な 商業 交 易 関係 が イ ス ラ ム世 界 と東 ヨー

ロ ッパ ・ロ シ ア世界 との 間 に存 在 した こ と を指摘 した .彼 は また キ プ チ ャク汗 国 の古 銭 学 の研

究 に従 事 してお り,1857～1858年 に『トフ タム イ シ時 代 の キ プチ ャク汗 国 で 流 通 して い た ジ ュチ,

チ ャガ タ イ,ジ ェ ラ ール朝 の貨 幣 』(　 　　　　　 　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　皿 　,　 　【　,1857～1858)を 発 表 して い る(4)

さ ら に,東 洋 学 と考 古 学 を専 門 と し,エ ル ミタ ー ジ ュの 東方 貨 幣 コ レ ク シ ョンの保 管 ・整 理

を担 当 して い たマ ール コ フ(A刀eKcem〈 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,1858～1920)は,デ ィルヘ ムが

発 行 され る前 に,イ ス ラム の征 服 以後 もイ ス ラ ム地 域 で使 用 さ れて い た サ サ ン朝 ペ ル シ ア の ド

ラ フマ 貨 幣 もア ラ ブ貨 幣 の 中 に含 め て,分 類 目録 を作 成 した(『 帝 室 エ ル ミタ ー ジ ュの イ ス ラ

ム貨 幣 目録 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)Ka,　　　,

1896,『 東 方 貨 幣(サ サ ン朝 貨 幣 と ク フ ァ貨 幣)の 埋 蔵 地 の地 理 的 分 類 』
,　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　),　　　,1910).(5)また ,キ プ チ ャク汗 国 に 関す る ア

ラ ブ語 ・ペ ル シ ア語 史料 の露 訳 資料 集 の 刊 行 で 有 名 な チ ゼ ンガ ウゼ ン(　　　　　　　　「　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　,1825～1902)も や は り東 方貨 幣 の 分類 を行 って い る(『東 方 カ リフ 国 の貨 幣』MoHe-

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　　　,1874). ,(s)

以 上 の よ う に,ロ シ ア古 銭 学 は,国 内 で 大 量 に発 見 さ れ る ア ラブ貨 幣 お よ び キ プチ ャ ク汗 国

の貨 幣 の 収 集 と分 類 を通 じて発 展 して きた が,歴 史資 料 と して の貨 幣 の重 要 性 に注 目 し
,古 銭

学 の方 法 論 的 原則 を確 立 した の は,オ レシニ コ フ(　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,1855～1933)

で あ った.彼 は 商 人 の家 に生 まれ,専 門的 な教 育 を受 け る こ とはな か った が,独 学 で研 鑚 を

積 み,1883年 に創 設 さ れ た国 立歴 史 博 物館 に勤務 し,こ こで 古 銭学 の研 究 とコ レ ク シ ョンの収

集 に従 事 した.

彼 は そ の生 涯 で多 方 面 に わ た って130以 上 の 論 文 ・著作 を発 表 した が,そ の 中 で も主 な 関心

は古 代 の黒 海沿 岸 の貨 幣 お よび古 代 ロ シ ア の貨 幣 に注 が れ て い た(『 銘 文 と国 王 の貨 幣 に よる

スパ ル ト朝 時代 の キ ム メ リア ・ボ ス ポ ロス』Bocnop　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　,M...,,『 黒 海沿 岸 の古 銭 に関 す る試 論 』　　　　　 　　　　　　　　　一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　,n.,1921,『1547年 まで の ロシ ア の貨 幣 』 　　　　　　　　　　　　　 　　

1947r.,M.,1896.『 モ ンゴ ル以 前 の ル ー シの 貨 幣記 号 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

M.,1936).(7)

注 目すべ きは,オ レ シニ コフが 古 銭 学 に,伝 統 的 な文 書 資料 に基 づ く歴 史 研 究 を補 足 しす る

学 問 の位 置 を与 え,そ の 方 法 を確 立 した こ とで あ る。 彼 の 後継 者 で もあ る フ ヨー ドロ フ ・ダ ヴ

ィ ドブ(F.A.Φe八 〇poB=1.:.,・:)は,ロ シ ア諸公 国 の貨 幣 に関 して で は あ るが,こ の 点 につ

い て こ う ま とめ て い る.

ロ シ ァ の 古 銭 学 に お い て 「根 本 的 な前 進 が な され た の は,1896年 に オ レ シ ニ コ フの 著 作

『1547年 まで の ロ シ ア の貨 幣』 が 上梓 されて か らの こ とで あ った 。 この 著作 は,14～16世 紀 の

ロ シ アの 古 銭 学 の発 展 に とって 基 本 的 な もので あ る。 オ レシニ コ フ は通 貨事 業 の発 展 が 持 って

い る歴 史 的 な法 則 性 を明 らか に した.彼 は貨 幣 の 両 面 の模 様 が 形 成 され る原則 を研 究 し,そ の

こ とに よ っ て,銘 文 が判 読 で き ない た め に確 定 で きな い貨 幣 を,一 つ の 鋳 造 セ ン ター に ま とめ

る こ とが で きた 。彼 は 貨 幣 の 両 面 の模 様 の形 成 にお け る詳 しい類 似 点 彼 は こ れ を貨 幣 の

「ス タイ ル」 と呼 んで い る に基 づ い て貨 幣 を分 類 す る こ とが で きる こ と を示 した.彼 は,

多 くの公 国 に共 通 す る貨 幣 の模 様 の テ ーマ(ケ ンタ ウル ス,刀 を持 っ た戦 士,豹 そ の他)に 基

づ い て,鋳 造 地 を確 定 す る や り方 を ま っ た く否 定 した。 しか し,貨 幣 刻 印 機 の貨 幣 切 断 者 の

「一 人 の手 」 あ る い は 「一 つ の流 儀 」 を表 して い る類 似 点 に基 づ い て
,貨 幣 の 生 産 地 を一 つ の

セ ン ター に ま とめ る こ とが 可能 で あ る と考 え た.さ らに,彼 は,あ れ こ れ の貨 幣鋳 造 セ ン ター

の 職 人 の仕 事 の個 人 的 な特 徴,職 人 グ ル ー プの流 儀 の特 徴 を表 して い る よ う な,銘 文 の な か の

言 葉 の 配 置 とい った こ と も研 究 した.」(8)

ソ連 時代 に はい る と,エ ル ミター ジ ュ の東 方貨 幣 コ レク シ ョンの 管理 を マ ール コ フか ら受 け

継 い だ フ ァス メ ル(　 　　　　　.P.ΦacMep)が,1920年 代 と1930年 に 発 表 さ れ た 一 連 の 研 究

(『1920年 に ノ ー ヴ ゴ ロ トで発 見 され た ク フ ァ貨 幣 の埋 蔵 地』1〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　1920r.,1925,『10世 紀 の ヴ ォー ル ガ ・ブル ガ ール の貨 幣 』OMoHeTax

Bo皿)　　　　　 　　　　　　　 　　　　,1926,『 白 ロシ ア の ス タ ール イ ・ヂ ェヂ ン村 で発 見 さ れ た ク フ ァ貨 幣

の埋 蔵 』EininDorfsStaryiDedininWeissrusslandgemachterFundkufischerMiinzen,1929,

『5～9世 紀 の ク フ ァ貨 幣 の ザ バ リシ ンス クの埋 蔵 』 　　　　　　　叩 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MoHeT

V-IXB・,1931,『 東 ヨー ロ ッパ の ク フ ァ貨 幣 の発 見 地 に関 す る新 しい地 理 学 的 分類 の 出版 に つ

い て 』06　 　　　　　　 U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MoHeTB　　　　　　　　　　　　　　　,1933)

を通 じて,ロ シア に流 入 した ア ラ ブ貨 幣 の 分類 を進 めた.

フ ァス メ ル に よる と,デ ィルヘ ムが ロ シア に流 入 し始 め た の は,9世 紀 初頭 の こ とで あ り,

この 流 入 は1015年 頃 まで 続 い た.こ の2世 紀 の 間 に,流 入 した貨 幣 の構 成 は変化 して お り,年

代 的 に以 下 の4つ の グ ル ー プに分 類 す る こ とが で きる とい う.

①7世 紀 末 ～9世 紀 の第 一 四 半期:埋 蔵 貨 幣 の ほ とん ど は,ア ッバ ー ス朝 の デ ィル ヘ ム で あ

り,大 部 分 は 北 ア フ リ カの 鉱 山 で産 出 され た もの を原料 と して い る.

②9世 紀 半 ば～10世 紀 初 頭:ア ッバ ー ス朝 のデ ィルヘ ムが 圧 倒 的 で あ るが,バ ク ダ ッ ド,ク

フ ァ,バ ス ラな ど中東 の主 要都 市 で鋳 造 され た ものが 支 配 的 と な る.

③10世 紀 初 頭 ～10世 紀 後 半:ア ッバ ース朝 のデ ィル ヘ ム は衰 退 し,サ マ ル カ ン ドや ブハ ラ な

どで鋳 造 され た 中 央 ア ジ アの サ マ ニ ー ド朝 の デ ィル ヘ ム が圧 倒 的 と な った.(サ マ ニ ー ド

朝 は9世 紀 に トラ ンス オ ク シ ア ナ地 方 を根 拠 地 と して成 立 した イス ラ ム王 朝 で,全 盛 期 に
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は イ ラ ン地 方 も領 有 し,中 心都 市 のサ マ ル カ ン ドや ブハ ラの 経 済 的繁 栄 は め ざ ま し く,交

易 の 中心 地 で あ った.こ の た め に,こ の サ マ ニ ー ド朝 が 鋳 造 した デ ィルヘ ムが ロ シ ア や北

ヨー ロ ッパ で も大 量 に発 見 され て い るの で あ る.)

④10世 紀 後 半 ～11世 紀 前 半:サ マ ニ ー ド朝 の デ ィル ヘ ムが また優 勢 で は あ るが,ジ ェ ラ ール

朝 や ブ ワ イ フ朝 の デ ィルヘ ム を登 場 す る よ うに な る(9).

以上 の よ うに,ロ シ ア の古 銭 学 は ロ シ ア各 地 に散 在 す るア ラ ブ銀 貨 の分 類,流 入 ・流 出経 路

の分 析 な どを通 じて発 達 して きた わ け で あ るが,ア ラブ銀 貨 に関 心 を持 つ研 究 者 の 問題 意 識 の

基 本 に あ っ た の は,単 に古 代 の 珍 しい遺 物 の 収 集 ・分 類 とい うこ と は別 に して,こ の ア ラ ブ銀

貨 が ロ シ ァ地 域 で い か な る役 割 を果 た したの か とい う こ とで あ った.フ ヨー ドロ フ ・ダ ヴ ィ ド

ブ は この 問題 を 「ル ーシ は イス ラム の東 方 と北 の ス カ ンデ ィナ ビ ア ・バ ル ト海沿 岸 地 方 との 聞 、

の 銀 の送 信 機 にす ぎ なか ったの か,ロ シ ア の 中の埋 蔵 貨 幣 は,銀 を運 ん で きた 商 人達 に よ って

偶 然 に 隠 され た もの なの か,そ れ と も,ル ー シ に は独 自の商 業,独 自の 通貨 流 通 が あ り,埋 蔵

貨 幣 は この 証拠 で あ る の か」(10)とま とめ て い るが,こ こか ら もわ か る よ うに,こ の 問題 は,ス

カ ンデ ィナ ビア,ロ シ ア,イ ス ラム との 関連,も っ と具体 的 に は ス カ ンデ ィナ ビア ・バ ル ト海

沿 岸 の ノ ルマ ン人(ヴ ァ リヤ ー ク人),ロ シ ア地 域 の東 ス ラ ヴ諸 族,ビ ザ ン ツ帝 国 も含 め た東

方 諸 国 家 の 間 の経 済 的 関係,す なわ ち古 代 ロ シ ア史 上 最 大 の論 点 の一 つ で あ る古 代 ロ シ ア 国家

の 建 国 とそ の 国家 の性格 とい う問 題(ノ ル マ ニ ス ト論 争)と 密 接 に関 連 して い た.

この 問 題 に関 して,ス ウ ェ ーデ ンの古 銭 学 者 スチ ュ ー レ ・ボ ー リ ン(StureBolin)は,イ ス

ラ ムの 地 中 海支 配 と西 ヨ ーロ ッパ 世 界 との 関連 を提 起 した い わ ゆ る 「ピ レンヌ ・テ ー ゼ」 をめ

ぐる論 争 の 中で 発 表 した 「マ ホ メ ッ ト,シ ャル ル マ ー ニ ュ,お よび リ ュー リク」(Mohammad,

CharlemagneandRuric,1939)の な か で,基 本 的 に は ア ラ ブ銀 貨 は ロ シ ア地 方 を通 過 した の に

す ぎ ない と結 論 した.す なわ ち,イ ス ラム の地 中海 支 配 に よ って,北 ヨー ロ ッパ,東 ヨー ロ ッ

パ の 毛 皮 ・奴隷 産 地 との 間 の フ ラ ンス の 通貨 貿 易 が,や が て東 方 諸 ル ー トに よ る ノル マ ン ・ア

ラ ブ の直 接 貿 易 に と って代 わ られ,「 ノ ル マ ン人 の 船 は,遥 に遠 くの 中央 ア ジ ア の もっ と も重

要 な銀 産 諸 地域 で産 出す る貴金 属 を,東 ヨー ロ ッパ の諸 河 川 を利 用 して,バ ザ ール,ブ ル ガ ー

ルか らバ ル ト海,北 海 へ と輸送 したの で あ った 」⑪ とい うの で あ る.も ち ろ ん,こ う した ボ ー

リ ンの 結 論 は,古 代 ロ シ ア国家 の形 成 にお け る ノ ルマ ン人=ヴ ァ リヤ ー ク人 の 果 た した役 割 を

強 調 す る 「ノル マ ニ ス ト理 論」 と軌 をい つ に して い た.

こ う した 「ノル マ ニ ス ト理論 」 を古 銭 学 の 立場 か ら補 強 して し ま う よ うな ボ ー リンの結 論 は,

当然 の こ となが ら,ソ 連 の研 究者 の反 発 を招 い て い る.フ ォー ミン(A.g　 　　　　)は,各 地 の

埋 蔵 貨 幣 が そ の構 成 要 素 に よ って分 類 で きる こ と 自体 が,独 自の 貨 幣流 通 が ル ー シ に存 在 して

い た こ との証 拠 で あ る と述 べ,ま た フ ヨー ドロ フ ・ダ ヴ ィ ドブ も,埋 蔵 貨 幣 の構 成 を丹 念 に分

析 す れ ば,ボ ー リ ンの結 論 とは逆 で あ っ て,「 埋 蔵 貨 幣 の 構 成 は,9-11世 紀 の ル ーシ に は通

貨 の流 通 が存 在 した こ とを物 語 って い る」 と主 張 して い る⑫.も っ と も,古 代 ロ シ ア国 家 の創

設期 で あ る9世 紀 頃 に,独 自の 通貨 流 通 を必 要 とす る ほ ど,ル ー シの 商 業経 済 が 発 達 して い た

とは言 いが たい た め に,フ ヨー ドロ フ ・ダ ヴ ィ ドブに して も,先 の 結 論 に続 け て,通 貨 の 流 通

が あ ま り発 展 して い な か っ た ため に,イ ス ラ ム圏 か ら 「大量 の貨 幣 が 流 入 す る と,そ れ は市場

に出 る の で は な く,す ぐ さま 隠匿 され,ま っ た く特 別 な埋 蔵 貨 幣 グル ー プ を形 成 した」 こ とも

認 め ざる を え な くな って い る(13).

以 上 の よ うに,ア ラブ の デ ィル ヘ ム銀 貨 をめ ぐる問 題 は,今 日で も考 古 学 的 な調 査 が 進 行 中
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で あ り,さ らに古 代 ロシ ア 史上 の重 要 な論 点 と関連 してい るが ゆ え に,未 解 決 の 諸 問 題 をか か

えて い る.こ こ で は,「 エ ス トニ ア と ラ トヴ ィ ア の970年 以 前 の埋 蔵 デ ィル ヘ ム 」(Pre-970

DirhamHoardsfromEstoniaandLatovia),「 バ ザ ール 人 は貨 幣経 済 を持 って い たの か.古 銭 学

資 料 に よ る 分 析 」(DidtheKhazarsPossessaMonetaryEconomy?AnAnalysisoftheNum.

ismaticEvidence),「 デ ィル ヘ ムが ウ ク ラ イ ナ に 最 初 にや っ て き た の は,い つ か 」(Whendid

DirhamsFirstReachtheUkraine?)な どの論 稿 を近年 精 力 的 に発 表 して い る ヌ ー ナ ン(　 .S.

Noonan)の この 問題 に関 す る整 理 を引 用 して,今 後 の研 究 の 出発 点 と して お こ う.

「今 日で は,8世 紀 末 と9世 紀初 頭 に ロ シ ア に は じめ て入 って きた デ ィルヘ ム は,バ ザ ー ル汗 。

国 を経 由 して,カ フカ ース 山 脈,カ ス ピ海 を とお って や っ て きた,と され て い る.バ ザ ー ル と

ア ラ ブの 関係 が8世 紀 末 に変 化 して,ロ シ ア とバ ル ト海地 方 にデ ィル ヘ ム の流 入 を もた らす よ

うに な っ た理 由 と プロ セ ス は まだ 明 らか に さ れて い な い.研 究 者 達 は,ま さに この時 期 に デ ィ

ルヘ ムが 北 方 に輸 出 され る こ と を促 した特 別 な条 件 も明 らか に して い ない.さ らに,ル ー シ と

バ ル ト海 地 方 で デ ィル ヘ ム の大 量 の 流 入 に巻 き込 まれ た住 民 の素 性 も明 らか に して い な い.フ

ァス メ ル の時 代 区分 は,偉 大 な道 標 で はあ った けれ ど も,当 該 の時 代 の ロシ アの埋 蔵 デ ィルヘ

ム の特 徴 が各 地 域 の埋 蔵 貨 幣 に適 用 で きる か ど うか は確 か で は な い.そ れゆ え,ロ シ ァ各 地 の

埋 蔵 デ ィルヘ ム につ い て も っ と情 報 が 必 要 で あ る。 さ らに,王 朝 や デ ィ ルヘ ムの鋳 造 地,鋳 造

年代 に基 づ く時代 区分 が,ヨ ー ロ ッパ ・ロ シ ア とバ ル ト海 地方 の歴 史 的経 済 的発 展 段 階 に対 応

して い る か検 討 しな くて は な らな い.

10世 紀 の埋 蔵 物 の 中で,中 央 ア ジ アの 鉱 山 か らのサ マ ニ ー ド朝 の デ ィルヘ ムが優 勢 で あ った

こ と は,910年 頃 に は,デ ィル ヘ ム が 中 世 ロ シ ア に流 入 す るル ー トが 中央 ア ジ ア を 出発 点 と し

て い る こ と を示 して い る.し か し,こ の変 化 が起 こ る以 前 に,ど の く らい の期 間,デ ィル ヘ ム

が カ フ カ ース ・カ ス ピ海 ル ー トを移 動 した の か は わ か って い な い.さ らに,ロ シ ア とス カ ンデ

ィナ ビ アへ の デ ィルヘ ムの 流 入 が960年 代,970年 代 に急 速 に衰 退 し,1012年 頃 に突 然 中断 して

しま っ た のか,研 究 さ れ な くて はな らない.近 年 の研 究 に よ る と,(965年 頃 の ヴ ォ ー ル ガ ・ブ

ル ガ リア とバ ザ ー ルへ の ス ヴ ャ トス ラー フの 遠征 で はな く),中 央 ア ジ アで 起 こ った 『銀 の 危

機 』 が この状 況 の 変化 を も っ と も う ま く説 明 して い る.し か し,『 銀 の 危機 』 の 原 因 につ いて

は,も っ と十 分 に探 究 され な くて はな らな い.最 後 に,ロ シ ア とス カ ンデ ィナ ビ アへ の デ ィル

ヘ ム の流 入 の なか で,金 属 と して の銀 の需 要 に応 える もの と して の,交 易 が果 た した重 要 性 も

検 討 しな くて は な らな い.こ う した 点 が,ロ シ アへ の デ ィルヘ ムの 流 入 問題 を解 決 す る に あ た

って の,重 要 な歴 史 的 問題 の数 例 で あ る.」Oの

(2)古 代 ロ シア にお ける西 欧 貨 幣

11-12世 紀,イ ス ラム 帝 国 で は,中 央 アジ ア の銀 山,鉱 山 の枯 渇 に起 因 す るい わ ゆ る 「銀 の

危機 」 が起 こ り,デ ィル ヘ ム銀 貨 の鋳 造 は次 々 と中止 され た.今 日で も,こ の 「銀 の危 機 」 の

原 因 は十 分 に解 明 され て い な い が,原 因が なん で あ る にせ よ,8世 紀 末,9世 紀初 頭 か ら続 い

た ロ シ ア ・ヨー ロ ッパ 世 界 へ の ア ラ ブ銀 貨 の 大量 流 入 は中 断 され て しま った.そ の か わ りに,

11世 紀 の 後 半 か ら,ロ シ ア には西 ヨー ロ ッパ の デ ィナ リア銀 貨 の流 入 が 始 ま り,ア ラブ の デ ィ

ルヘ ム銀 貨 と比較 す れ ば少 ない もの の,ロ シ アの各 地 で 埋 蔵 デ ィナ リア銀 貨 が 発 見 され て い る.

図(2)は,初 代神 聖 ロ ーマ 皇 帝 オ ッ トー1世 発行 した10世 紀 の デ ナ リア銀 貨 で あ る.こ の デ ィ

ナ リア銀 貨 は8世 紀初 期 か ら13世 紀 末 に か けて ほ ぼ ヨー ロ ッパ全 域 で使 用 さ れた 標 準 的 な銀 貨

で あ り,中 世 の 各 国 家 の 中 で独 自の 名称 を持 って い た(イ ギ リ スで は 「ペ ニ ー(penny)」,ド
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イ ッ で は 「プ フ ェニ ヒ(Pfennig)」,フ ラ ンス で は 「デ ニ エ(denier)」).カ ール 大 帝 の 時代 か

ら,1カ ロ リ ング朝 フ ン ト(約408g)の 銀 か ら240個 の デ ィナ リア が鋳 造 され,1つ が 約1.7g

で あ っ た.

11世 紀 中頃 まで の もの と推 定 され る ロ シ アの埋 蔵 貨 幣 は,圧 倒 的 に ア ラ ブ のデ ィル ヘ ム銀 貨

で構 成 さ れて い るが,こ れ 以 降 の埋 蔵 貨 幣 で は,急 速 に西 ヨ ー ロ ッパ か らの デ ィナ リ ア銀 貨 の

割 合 が 高 ま って い った.流 入 して きた西 ヨ ーロ ッパ のデ ィナ リ アの な か で は,ド イ ツで 鋳 造 さ

れ た もの が一 番 多 く,イ ギ リス の ものが それ に次 ぎ,ハ ンガ リ ーや デ ンマ ー ク,ス ウ ェ ーデ ン,

ノル ウ ェ ー そ の他 の もの もあ った(15)

ロ シ アへ の流 入経 路 と して は,ま ず 第 一 に,ス カ ンデ ィナ ビ ア ・ゴー トラ ン ド島経 由 の ル ー

トが あ る.ゴ ー トラ ン ド島 は,ア ラブ銀 貨 と西 ヨー ロ ッパ 銀 貨 の 埋 蔵貨 幣 が大 量 に発 見 さ れ る

「宝 島」 で あ り
,8世 紀 か ら11世 紀 に か けて の ノル マ ン武 装 商 人 団 の広 範 な活 動 のお か げで,

東 方 地域 と ヨー ロ ッパ との 問の 銀 の流 れ の分 岐 点 とな っ て い た.

ノル マ ン人=ヴ ァ リヤ ー ク人 が ス カ ンデ ィナ ビア ・ゴ ー トラ ン ド経 由 で ロ シ ア に西 ヨ ー ロ ッ

パ の銀 貨 を大 量 に持 ち込 ん だ とい う主張 は,古 代 ロ シ ア 国家 の成 立 に関 す る 厂ノ ルマ ン理 論 」

を古銭 学 の立 場 か ら補 強 した もの とな っ て い る.そ れ ゆ え,ア ラ ブ銀 貨 をめ ぐる論 争 と 同一 の

こ とが 問 題 とな り,フ ヨー ドロ フ ・ダヴ ィ ドブな どの ソ連 の研 究 者 は,埋 蔵 貨 幣 の 中で ドイ ッ

で鋳 造 され た ものの 割合 が高 い こ とに注 目 し,バ ル ト海 南 沿 地 方 経 由の ル ー トの存 在 を強 調 し

て い る.「 ドイ ツ か らの ル ー トは,ス カ ンデ ィナ ビ アか ら の ル ー トよ り も多 くの 銀 貨 を もた ら

した.11世 紀 の銀 の 交易 に は,ヴ ァイ キ ングが役 割 を果 た した とはい って も,そ れ は ロマ ン主

義 的 ・民 族 主義 的 な もの とはか な り違 った小 さ な もの で あ った」 とい うの で あ る⑱

しか し,こ う した西 ヨー ロ ッパ の 銀貨 の流 入 も12世 紀 に は い る と中断 して し ま う.通 説 的 に

は,交 易 ル ー トの変化,西 ヨー ロ ッパ 諸 国 の経 済 が封 建 化 した こ と,貨 幣鋳 造 国 の 国 内 で の貨

幣 の 需要 が 増大 し,国 外 に流 出 しに く くな っ た こ とが原 因 と され て い る.だ が,こ の 問題 を精

力 的 に研 究 して い るポ ーチ ン(B.M「1　 　　　,「10-11世 紀 の西 ヨー ロ ッパ の デ ィナ リア の流 入

の特 殊性 と古代 ル ー シの領 土 へ のそ の 普 及,　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　X-XI　 　.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」,「ル ーシ へ の西 ヨー ロ ッ

パ の 貨 幣 の 流 入 が12世 紀 に中 断 した理 由 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　.　XII　 ・」,「古 銭 学 的資 料 に よる古 代 ル ー シの 商 業 に関 す る諸 問題 　　　　　　　　　

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 」,「西 ヨー ロ ッパ の埋 蔵 貨 幣

資 料 に よ る古代 ル ー シ の経 済 的結 び付 き 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」,「古代 ル ー シの 領 土 で の10-13世 紀 の 西 ヨー ロ ッパ の貨

幣 の発 見 地 の 地 理 学 的 分 類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　-XIIIBB.Ha

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 」,「10-13世 紀 の古 代 ル ー シ と西 ヨー ロ ッパ 諸 国.歴 史古 銭 学 的

研 究,　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-XIII　 　・ 　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　)に よ る と,ド イ ッか らの銀 貨 の 形 を とっ た銀 の 流 出 が 中 断 され た だ けで あ って,銀 の

鋳 塊 の形 を とった流 出 は継 続 して お り,11世 紀 末 か ら は,ロ シ ア国 内 で大 量 の銀 の 鋳塊 が 流 通

して いた とい う.

(3)古 代 ロ シ アの 通貨 重 量 ・単位 制度

古 代 ロ シ ア の最 古 の成 文 法 で あ る 『ル ー ス カヤ ・プ ラ ー ウ ダ』 で は,ほ とん どす べ て の 犯 罪

行為 に対 して罰 金 が 設定 さ れて い る こ とは よ く知 られ て い る.そ の さい,様 々 な通 貨 ・貨 幣 の
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重 量 ・単 位 が 登場 して い る.た とえ ば,殺 人 や傷 害 行 為 に対 す る人 命 金 あ るい は補 償 金 で 頻 繁

に登 場 す る の は,「 グ リー ヴ ナ(　　　　　　)」 とい う単 位 で あ る(「 も し も,故 意 に オ グ シチ ャ ー

ニ ン(家 職 長)を 殺 し た な らば,そ の 殺 害 者 は80グ リー ヴナ 支 払 わ な くて は な ら ない … … 」

(簡 素 版19条),「 も し も,指 を切 り落 と して しま った な ら ば,3グ リー ヴ ナで あ る」(簡 素 版

7条).ま た,馬 や 牛 や 羊 の 窃 盗 に対 す る罰 金 に は,こ の グ リ ー ヴナ と と も に 「ノ ガ タ(Hora-

Ta)」,「 クナ(　　　　)」,「 レザ ナ(pe3aHa)」,「 ヴ ェ ヴ ェ リシ ア(　　　　　　　　)」 な どの 単 位 も登 場 し

て い る㈲.

これ らの単 位 の 中 で,「 クナ 」 が古 代 ロ シ アの 通 貨 重 量 ・単位 制 度 の 基 本 的 な もの で あ り,

そ れ ゆ え,古 代 ロ シ ア の通 貨 制 度 は 「クナ制 度 」 と も呼 ば れ て い る.「 ク ナ」 と い う名 称 は,

貨 幣 の 流 通 が 始 まる以 前 に,イ ス ラム 圏 との 商 業 取 引 で貨 幣 の役 割 を果 た して い た 「テ ンの毛

皮 」(　　　　　,　　　　　　)に 由 来 して い る.キ ー エ フ ・ル ー シで は,ア ラ ブ の デ ィ ル ヘ ム も西 ヨ

ー ロ ッパ の デ ィナ リア も一般 的 に は 「ク ナ」 と呼 ば れ,「 クナ 」 とい う単 語 はそ の 後 も長 い 間

(13世 紀 末 まで)貨 幣 一 般 を意 味 して お り,約2gの 銀 に対 応 して い た(1　)

「グ リ ー ヴナ」 とい う単 位 の 名称 の起 源 は,「 首 に(ナ ・ザ グ リフ ケ,　 　　　　　　　　　)」 にか け

られ た金 銀 の装 飾 品 に由 来 して お り,の ち に貴 金 属 と くに銀 の一 定 の重 量 に対 応 す る よ う にな

った.重 量 の 単 位 と して 「銀 グ リー ヴナ 」,計 算 の単 位 と して 「ク ナ ・グ リー ヴ ナ 」 が あ り,

「銀 グ リ ー ヴナ」(204g)は ,4「 クナ ・グ リー ヴナ 」(51g)の 価 値 を持 って い た.『 ル ース カ

ヤ ・プ ラ ー ヴ ダ』 に登 場 して い る 「グ リー ヴナ」 は,「 クナ ・グ リー ヴナ 」 に対 応 して い る⑲.

「ノ ガ タ」 とい う名 称 は,「 貨 幣 を選 別 す る」 「良 質 の もの を選 ぶ」 とい う意 味 の ア ラ ブ語 の

「ナ カ ダ」 に由 来す る.約2.5gの 銀 に対 応 して い た(20).

「レザ ナ」 は
,そ の 名 称 が 「切 断 す る」 を意 味 す る動 詞 「レザ ーチ(pe3aTb)」 に 由 来 して い

る こ とか ら も分 か る よ うに,小 さ な商 業取 引 の便 宜 を図 る た め の小 額 の 通 貨 単位 で あ る。約1g

の銀 に対 応 して い る⑳.

「ヴ ェ ヴ エ リッ ア」 とい う名 称 は,「 リス」 を意 味 す る 「ベ ク シ ャ,BeK田a」 に 由来 して お

り,「 ク ナ」 と同様 に,毛 皮 が 商 品 通 貨 と して流 通 して い た時 代 の名 残 りを反 映 して い る.古

代 ロ シ ア の最 小 の通 貨 単位 で あ り,約0.3-0.5gの 銀 に対 応 して い た(22)

こ う した単 位 の相 互 関係 につ い て は,第 一 に,通 貨 の 単位 の相 互 関係 を記 述 して い る文 書 資

料 を分 析 す る方 法(た とえ ば,『 ル ー ス カ ヤ ・プ ラ ー ウ ダ』 で は,盗 ま れ た家 畜 に対 す る補償

金 は,家 畜 の価 額 の高 い もの か ら低 い もの へ とい うよ う に記 述 され て い る)に よ って,第 二 に,

埋 蔵 貨 幣 自体 の 重量 を分 析 す る方法 に よ って,研 究 が 進 め られ て きた.そ れ に よ る と,11世 紀

の ロ シ アで は,1グ リー ヴ ナ=20ノ ガ タ=25ク ナ=50レ ザ ナ とい う等 式 が成 立 して い た とされ

て い る.も っ と詳 しい数 値 は以 下 の とお りで あ る.

●1グ リー ヴ ナ=約 銀50g.

●1ノ ガ タ=約2.5g(1/20グ リー ヴ ナ)=1と1/4ク ナ=2と1/2レ ザ ナ=5～7と1/2ヴ ェ ヴ ェ リッ

ア.

●1ノ ♪=約 銀2g(1/25グ リー ヴ ナ)=2レ ザ ナ=4～6ヴ ェヴ ェ リツ ァ.

●1レ ザ ナ=約 銀1g(1/50グ リー ヴナ)=2～3ヴ ェ ヴ ェ リッ ァ.

●1ヴ ェ ヴ ェ リツ ァ=約 銀0.5(0.3)g=1/100～1/150グ リー ヴナ.(23)
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① ディルヘム銀貨

③ ウラヂーミル大公の銀貨

② ディナリア銀貨

r

④ ヤロスラーフ賢公の銀貨
⑤ 銀の鋳塊

⑥ キプチャク汗国の貨幣
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このような古代ロシアの通貨重量 ・単位制度の起源についても,デ ィルヘム銀貨やディナ リ

ァ銀貨 をめぐる論争と同様の論争が起こってお り,そ れを東方の制度の影響に求める説,西

ヨーロッパの制度の影響の求める説(「 ノルマン理論」)とが従来から対立してきた.こ の問題

について,フ ヨードロフ ・ダヴィドブは 「古代ルーシの通貨重量制度は,東 方からのあるいは

西 ヨーロッパからの借用ではなく,独 立 した現象であった.古 代ルーシの制度には,他 の地域

の重量単位が含まれてお り,そ こでは持ち込まれた通貨の重量の基準が考慮 されていたけれど

も,こ の制度 自体,ノ ガタ,ク ナ,レ ザナその他の単位計算は,固 有の制度,古 代ルーシ独自

の制度であった」⑫のと述べて,東 方と西ヨーロ ッパの制度の影響は認めつつ も,古 代ロシア独

自の制度が存在 したと主張している.

(4)キ ーエフ諸公の貨幣

以上のようなアラブのディルヘム銀貨や西ヨーロッパのディナリア銀貨のほかに,キ ーエ

フ ・ルーシの諸公が発行 した貨幣も存在する.し かし,そ れはディルヘム銀貨やディナリア銀

貨と比較すると,取 るに足らないほど少数であり(全 部で11の金貨 と約330の 銀貨),古 代ロシ

アの通貨流通では貨幣本来の経済的な役割を果たしてはいなかったと考えられる.10-11世 紀

のヨーロッパ諸国でも,成 立 したばか りの国家の国王たちは,経 済流通の手段としてよりも,

むしろ,自 分たちの主権を内外に誇示するために,自 分たちの名前などを刻印した貨幣を鋳造

しているが,キ ーエフ諸公の貨幣 もそれと同様に,諸 公の主権宣言の政治的な宣伝手段であっ

たのである(さ らに,フ ヨードロフ ・ダヴィドブはアラビア文字やラテン語の文字が刻まれて

いるディルヘム銀貨やディナリア銀貨の中で,公 の肖像を刻印したキーエフ諸公の貨幣は 「小

さなコインとして認識されていたのではないだろうか」と指摘 している㈱).

たとえば,ヴ ラヂーミル聖公の貨幣には,「王座のヴラヂーミル,こ れが彼の銀貨である」,

「ヴラヂーミル,こ れが彼の銀貨(金 貨)で ある」,「王座のヴラヂーミル」 といった銘文が刻

印されており(図(3)),ヤ ロスラーフ賢公の貨幣には,ま だ彼が公位に付いていない時期に鋳

造されたために,た んに 「ヤロスラーフの銀貨」という銘文が刻印されている(図(4)).

(5)無 貨幣時代

先述 したように,東 方のディルヘム銀貨は11世紀初頭に,西 ヨーロッパのディナリア銀貨は

12世紀にロシアに流入 してこなくなった.こ の結果,12世 紀には貨幣はロシアから消滅 し,以

後14世 紀後半の ドミー トリイ ・ドンスコイの時代まで,ロ シアでは 「無貨幣時代」が続いた.

「無貨幣時代」 とはいって も,流 通手段 としての銀の役割が全 く無 くなってしまったのでは

ない.銀 は 「貨幣」という形ではなく,一 定の重量にまとめられた 「鋳塊」として流通の手段

となっていた.元 々,ロ シアはディルヘム銀貨 とディナリア銀貨に対 しても,そ れが大量に流

入 していた時代にも,特 定の価値を持った貨幣としてではな く,一 定の重量の貴金属を含んだ

物質として対応 していたといえるから,東 方と西 ヨーロッパからの 「銀貨」の流入が中断 した

といつても,何 か特別な事件がロシアの経済流通の中に起こったわけではないともいえる.さ

らに,主 権宣言の政治的宣伝手段 という貨幣の 「政治的役割」という側面から見てみると,こ

の時代はロシア史上の 「分領時代」にあたってお り,か つてのキーエフ大公のような政治的中

心 となる諸公が存在 しなかったことも,ロ シア諸公が貨幣を鋳造 しなくなった理由と考えられ

る.

国外から流入 した銀製品,国 内に蓄積 されていた銀製品は,地 域ごとに一定の重量と形 を持

った 「鋳塊」に姿を変えた(6角 形の金属棒の形をした約160gの キーエフの鋳塊,ハ ーモニカ
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の形をした約196gの 北部ロシアの鋳塊など).図(5)は この鋳塊の1例 である.の ちに,ノ ーヴ

ゴロトの鋳塊(約200gの 棒状の鋳塊で,ノ ーヴゴロト・グリーヴナとも呼ばれた)は ,将 来の

ロシアの基本的な通貨単位 となる 「ルーブリ」と呼ばれることになるが,こ の 「ルーブリ」と

いう名称が,「割る」を意味する動詞 「ルビーチ(　　　　　　)」,「切断するを意味する動詞 「ラズ

ルバーチ(pa3py6aTb)」 に由来 していることは,鋳 塊の製造過程を象徴 しているといえよう㈱.

この銀の鋳塊は,約 銀200g前 後と高価であるので,「無貨幣時代」の日常の小額の取引では,

貨幣の代わりに様々な通貨商品が使用された.「 プリャースリッア」という粘土板で出来た糸

車の錘,首 飾 り,貝 殻などが通貨商品として使用されたが,お そらく,も っとも一般的に使用

されたのは,古 代スラヴ族以来からの伝統であるリスやテンの毛皮であったろう.

(6)キ プチャク汗国の貨幣

13世紀半ばに,ロ シアと東ヨーロッパの一部を属領 としたキプチャク汗国でも,貨 幣は発行

されていた.多 くの国々と同様に,銀 貨が基準貨幣であった(金 貨は発行されていない).

1310/1311年 に,ト フタ汗が幣制改革 を実行 して,最 初 はサライで鋳造されたディルヘム銀貨

を標準通貨 として銀本位制が確立され,14世 紀後半の汗国の全盛期であるウズベク汗の時代に

はサライの銀貨だけが汗国で流通しており.こ の状態は トフタムシ汗の幣制改革まで続いた.

ただし,「銀の危機」の影響を受けたためであろうか,銀 貨の補助貨幣 として,「 プル」 と呼ば

れる銅貨 も大量に鋳造された.図(6)が,こ の 「プル」銅貨であるが,表 側には,貨 幣の発行年

と発行地,裏 側には,各 種の生物,鳥,花,道 具(水 差 し,斧),幾 何学的模様が刻印されて

お り,約1-2gで あった.

また,図(7)は,1961年 にモル ドヴァ共和国で発掘 された,ト フタムイシ汗の銀貨であるが,

多少の相違はあるにせよ基本的には,表 側には,「 トフタムイシ,彼 の王国が永遠であるよう

に」といった トフタムイシ汗を称える銘文,裏 側には数個の円弧状の模様が刻印されている.

2世 紀半にわたるモンゴル人の支配が,ロ シアの財政=徴 税制度に大きな影響を与えたこと

はよく知 られた事実であるが,当 然のことながら,キ プチャク汗国の通貨制度 もモンゴル支配

時代のロシアに大きな痕跡を残 している.こ のことが典型的に現われているのは,通 貨の単位

の名称である.今 日では 「金銭」一般を意味する 「デーニギ(　　　　　　)」,は14世 紀末からモス

クワで鋳造され始めた銀貨 「デンガ(　　　　　)」 に由来 しているが(18世 紀末から 「デーニガ

(　　　　　　)」 と書かれるようになった),そ の起源はモンゴル語の 「テンガ(　　　　　)」にある.17

世紀後半から18世紀初頭にかけて,今 日の 「デーニギ」と同様に,や はり貨幣一般を意味 して

いた 「アル トゥイン(a∬TblH)」 も,6を 意味するモンゴル語 「アル トゥイ」に由来 してお り,

ロシア側がキプチ ャク汗国に貢税を納入するさいに,「10進 法への萌芽を見せていたロシアの

通貨制度から,12進 法であったモンゴル ・タタールの通貨制度に移るにあたって,媒 介的な役

割を果たした」(14-15世 紀のモスクワでは,1ル ーブリが200デ ンガで,6デ ンガが1ア ル ト

ゥインであった).ま た,15-16世 紀初頭に鋳造されたロシアの銅貨は 「プロ」 と呼ばれてい

るが,こ れはもちろん,前 述 したキプチャク汗国の 「プル」銅貨に由来 している⑳

このように,モ ンゴル支配時代のロシアの貨幣流通では,通 貨単位の借用に現れているよう

に,モ ンゴル人の通貨制度が大 きな役割を果たした.も っと具体的には14世紀後半から再開さ

れるロシア固有の貨幣の発行に多大な貢献をしたと思われるが,こ れに対する反論 もある.た

とえば,フ ヨー ドロフ ・ダヴィドブは,ロ シアの貨幣がキプチャク汗国の領内では発見されて

おらず,一 方キプチャク汗国の貨幣 もロシア経済のセンターでは発見されていないことから,
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通貨の流通の面ではロシアとキプチャク汗国の結びつきは弱いものであった(「貢税」の納入

は貨幣ではなく,「鋳塊」で行われた)と 推定し,後 述するように,ロ シア諸公の発行 した貨

幣にキプチャク汗国の貨幣を模倣 した点があるとすれば,そ れはキプチャク汗国への経済的従

属のためではなく,政 治的従属のためであったと考えている㈱.

(7)モ ンゴルの支配時代のロシア諸公の貨幣

「無貨幣時代」を経て,貨 幣の鋳造がロシアで再開されたのは,1380年 代,モ スクワ公 ド

ミートリイ ・ドンスコイの時代であった.当 時,キ プチャク汗国のロシア支配の動揺 ・弱体化

およびモスクワを中心 とするロシアの再統一 という二つの政治過程が同時進行 してお り,ロ シ

ア諸公の貨幣の様式にも,こ の二つの政治過程の具体的表現,す なわち貨幣の発行者とキプチ

ャク汗国との従属関係の程度,お よび発行者のロシア諸公の中での地位が的確に反映されてい

た.逆 にいえば,諸 公たちの発行 した貨幣の様式を分析することで,対 外的にはモスクワ大公

およびその他のロシア諸公 とキプチャク汗国との政治的従属関係(ロ シアとキプチャク汗国と

の関係),国 内的にはロシア諸公の政治的力関係(諸 公間の主君 ・家臣関係)が 明らかになる

わけである.

図(8)は,モ クスワ大公 ドミー トリイ ・ドンスコイ(1362-89)の 貨幣である.表 側には,斧

と剣を持った戦士の像の周囲にロシア語で 「大公 ドミー トリイ鋳造」との円形の銘文,裏 側に

は,ア ラビア語で 「スルタン ・トフタムイシ,長 命であらんことを」との3行 の銘文が刻印さ

れている(銘 文の文字が欠けている場合が多いが,そ の他の ドミー トリイの貨幣からの断片を

総合 して再現 した.以 下の貨幣 も同様である).

表側にロシア語で 「大公 ドミー トリイ」という銘文が刻印してあることは,キ プチャク汗国

の支配下にある地域の貨幣がすべてキプチャク汗の名前で発行 されていることを考慮すると,

ロシアがキプチャク汗国の完全な属領ではな く,汗 国の中でかなりの自立性 ・独立性を認めら

れた地域であったことを示している.同 時に,裏 側の トフタムイシ汗 を称えるアラビア語の銘

文は,も ちろんキプチ ャク汗国への政治的な従属を表現 していた.も っとも,ト フタムイシ汗

への言及は,ロ シア諸公の中で汗国の 「第一の家臣」 したがってロシア諸公の筆頭の地位を現

す という,ロ シア国内向けの意味も持 っていた(し たがって,モ スクワ大公 ドミー トリイより
「格下」のニジェゴロー ト公 ドミー トリイ ・コンスタンチノヴィチの貨幣の裏側には,ト フタ

ムイシ汗への言及はなく,汗 国貨幣を粗雑に模倣 した模様が刻印されている).ク リコーヴォ

の戦いで勝利を収めたものの,ト フタムイシ汗の遠征に膝を屈 しなければならなかった ドミー

トリイ ・ドンスコイの貨幣は,モ スクワ大公がキプチャク汗国の属領の中では特別な地位 を持

っている 「ロシア ・ウルス」の長であること,と 同時に以前 としてキプチャク汗の家臣である

ことを示 しているのである.

次のモスクワ大公ヴァシー リイ ・ドミトリエヴィチ(1389-1425)の 貨幣は,汗 国との力関

係の変化を反映して,発 行年代 にしたがって貨幣様式が変化 している.図(9)は 彼の貨幣のうち

で初期のものであるが,表 側には,手 に鷹を持った騎士の周囲にロシア語で 「大公ヴァシーリ

イ」 との銘文,裏 側には,ア ラビア語で 「スルタン ・トフタムイシ,長 命であらんことを」 と

の3行 の銘文が刻印されており,ド ミー トリイ ・ドンスコイの貨幣様式と同一である.し たが

って,ヴ ァシーリイ1世 はその治世の当初にはキプチャク汗国の宗主権を完全に認めていたこ

とになる.

しかし,1399年 のフォルクスラ河畔の戦いで,ト フタムイシ汗の汗国軍とリトアニア大公国
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⑦ トフタムイシ汗の貨幣

⑧ ドミー ト1丿イ ・ ドンス コ イ

の貨 幣

⑨ ヴァ シー リイー世 の貨幣 ⑩ ヴ ァシー リイー世の 貨幣

⑪ ピ ョー トル ・ドミ トリ

エ ヴ ィチの貨 幣
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軍の連合軍がエディゲイの軍に敗れ,ヴ ァシーリイ1世 にとっては宗主国である汗国と,ロ シ

アの統一をめぐるライバルであるリトアニアが一時的にではあるにせよ衰退すると,ヴ ァシー

リイの貨幣様式は大 きく変化する(図(10)).表 側には,頭 をもたげ,尾 を背の上に折曲げ左方

に飛んでいく姿勢 をした豹の像の周囲に,「ヴァシーリイ ・ドミトリエヴィチ」という円形の

銘文が,裏 側には 「全ルーシの大公ヴァシーリイ」という5行 の銘文が刻印されている.

トフタムイシ汗の名前とアラビア文字が消滅 したことは,ヴ ァシーリイ1世 がキプチャク汗

国への政治的従属を拒否 していることを,単 なる 「大公」 という称号ではなく 「全ルーシの大

公」という称号が登場 してきてお り,し かもウラヂーミル大公国の紋章である豹が使用 されて

いることは,ウ ラヂーミル大公であるモスクワ大公がかつてのキーエフ ・ルーシの全領土に対

して権利を持っていることを示すものであった.

このようにヴァシーリイ1世 はロシアの主権を回復したようにみえたが,そ れも一時のこと

であった.彼 の治世の後半には(1414年 以降),「全ルーシの」 という単語と豹の紋章は消滅 し,

汗国への政治的従属を現す模様や銘文が再度登場するのである.こ れは トフタムイシ汗に代わ

って,エ ディゲイが短期間ではあるが汗国のロシア支配を再建 したためであった.た だし,こ

のことは汗国への完全な従属を表現 したヴァシーリイ1世 の貨幣の初期の段階に復帰したこと

を意味 しているわけではなかった.フ ヨードロフ ・ダヴィドブによれば,汗 国への従属 を表現

する要素は,初 期の要素とは異なって,① 一時的な汗国の支配者エディゲイを,や はり一時的

な汗国の支配者であ り,し かも減び去ったママイを意味するロシア語の暗号 「ラライ」で言及

すること,② 現存 しない汗である トフタムイシ汗の名前に粗雑なアラビア文字で言及すること,

③イスラム教のシンボルを模倣すること,④ チムールに包囲されていたホレズムのディルヘム

銀貨 を模倣すること,と いった曖昧な形で現れている.し たがって,「1410-1411年 以後のモ

スクワの貨幣の 『汗国的な要素をもつ表側』 は特定のキプチャク汗への家臣関係ではなく,汗

国一般への家臣関係を表現している.す なわち,汗 国への家臣関係に関する一般的な表現は,

人格化 された,今 では古臭 くなってしまった トフタムイシの名前を言及することで伝えられて

いる.こ れらの 『汗国的な要素』のなかでは,エ ディゲイという人格はカモフラージュされて

いる」というのである㈲.

14-15世 紀のロシアで貨幣が鋳造 されていたのは,主 として,モ スクワ,ト ヴェーリ,ニ ジ

ニノヴゴロ ト,リ ャザーンといった大公国およびノーヴゴロト・プスコーフの都市共和国であ

ったが,こ れらの大公国のなかの分領でも,分 領公(年 少公)た ちが,自 分たちの貨幣を発行

していた.彼 らの発行 した貨幣 も,彼 らがおかれていた政治的地位を正確に反映していた.図

⑪は,モ スクワ大公国の分領であるドミトロフ公国の公 ピョー トル ・ドミトリエヴィチの貨幣

であるが,表 側には,斧 と剣を持った人物の像の周囲に 「公 ピョー トル鋳造」との円形の銘文

が,裏 側にはウズベク汗の銀貨の模様の模倣が刻印されている.ピ ョー トル ・ドミトリエヴィ

チのような分領公には,あ くまで も 「公」という称号を刻印することしか認められていなかっ

たのであ り,ま た,ト フタムイシ汗の名前を刻印することはロシアの諸公の長にのみ許されて

いたので,ト フタムイシ汗の名前は登場 してこない.

以上のように,モ ンゴルの支配時代のロシア諸公の貨幣は,ク リコーヴォの戦い,ト フタム

イシ汗によるロシア支配の再建,そ の動揺,エ ディゲイのロシア遠征,チ ムールのキプチャク

汗国への侵攻といったわずか半世紀の歴史的諸事件を的確 に反映していた。この意味で,こ れ

らの貨幣は経済的な役割ではなく,権 力の力関係を表現するという政治的な機能を果た してい
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た とい うべ きで あ ろ う.(続 く)
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